
今後の自然教室及び八ケ岳少年
自然の家の方向性
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【自然教室について】

【八ケ岳少年自然の家について】

【青少年育成連盟加盟団体やその他の市内利用団体について】

⚫ 長期的な安全性やコスト比較、持続可能性の観点、学校の実情に合わせた柔軟な学びのかたちへの変化等

を総合的に考慮し、今後、「他施設の活用」により実施

⚫ 八ケ岳少年自然の家の次期指定期間である、R８～１０年度内で、全校他施設での実施に順次移行

⚫ 予測困難な状況に直面しても、その時々の状況に合わせ、柔軟に対応しながら、将来にわたって、子ども

たちが自然教室を通して多様な体験や経験ができるよう取り組む。

⚫ 今後、利用者が大幅に減った上で、市が土地及び施設を所有し、指定管理による運営を行うという現行の

形態のまま、施設を維持し続け、維持管理経費を負担し続けることには課題あり。

⚫ 規模縮小を含めた現敷地での再編整備や他の敷地での移転整備についても、当該敷地の一部が土砂災害特

別警戒区域等に指定されているという地形的な課題や、自然教室以外の利用の状況を踏まえると難しい。

⇒ 総合的に勘案し、青少年教育施設としての用途を廃止

⚫ 跡地については、自然教室の他施設移行が完了し、施設設置条例の廃止予定である、R10年度を目途に、

あり方について検討を進め、方向性を決定

⚫ 青少年の自然体験活動は重要であることから、引き続き丁寧な説明を行うとともに、各団体が行ってきた

自然体験活動が今後も円滑に実施できるよう、他都市施設の紹介や市内公共施設等の利用促進に取り組む。

⚫ 本市の施策推進に御協力いただいている青少年育成連盟加盟団体等については、他都市施設を円滑に利用

できるよう働きかけを行うといった他施設活用に向けたマッチング支援など、市として支援策を検討
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⚫ 子ども会が７日間にわたって実施する各区リーダー研修会や、姉妹都市であるボルチモア市と

のボーイスカウト及びガールスカウトによる交流事業、各団体特有の活動（長期間の野営）等、

それぞれの活動状況を踏まえたカタログ集及び一覧表を団体ごとに作成
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現在の取組状況

【青少年育成連盟加盟団体等に対する支援について】

優先予約可能な施設を子ども会
向けに13施設、BS＆GS向けに
11施設紹介

⇒ 引き続き、丁寧にマッチング支援等を行っていく。

⚫ 資料作成に当たり、施設とのやり取りからは、

令和１０年度からの利用でも、具体的な日程

や希望調整を早めに行ったほうがよいこと、

これまでとまったく同じ活動（７日連続の日

程確保など）は、場合によっては厳しいこと

が判明

⚫ これまでに、各団体とは複数回に渡って、カ

タログ集等の配布や説明、要望等の聞き取り

を実施

⚫ 各団体からは、事業を安定的に実施するため

には、施設の優先予約が重要であること、費

用負担が増えることに対する懸念などの意見

あり。
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